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【緒言】等しい励起子準位をもつ有機材料と無機材料の複合体において，前者のフレンケル励起子と後者

のワニエ励起子との強い相互作用により，新たな励起子（ハイブリッド励起子）が発現すると考えられて

いる．当該励起子は要素となる両励起子の特性を兼備し，その形成に伴う発光寿命の短寿命化などが予見

されるも，未だにその存在を実証する実験的報告はなされていない．そこで本研究では，有機材料として

2-アミノアクリドン(AAc)を，無機材料として ZnSe/CdSe コアシェル型半導体ナノ粒子を，それぞれ選択

し，励起共鳴状態の実現を企図して，両者の蛍光ピーク波長を近接させた上で，複合体を作製した．その

蛍光寿命測定から，励起直後の蛍光減衰挙動を探究した． 

【実験方法】ZnSe/CdSeナノ粒子を hot–injection法により作製

し，合成時間の調節により発光ピーク波長の制御を行った．

AAcヘキサン溶液0.1 ml（蛍光ピーク波長460 nm）に，これと

同程度の蛍光波長を有する ZnSe/CdSe ナノ粒子の溶液を 1 ml

混合することで両者の複合体(ZnSe/CdSe–AAc)を得た．この複

合体の蛍光スペクトルとナノ秒領域での蛍光寿命の測定を行

った．  

【実験結果と考察】Fig.1 に，各要素材料および複合体の蛍光

スペクトルを示す．上述の460 nmにほぼ一致する蛍光ピーク

波長を持つZnSe/CdSeナノ粒子を無機材料として用いた．有機

無機複合体化による波長のシフトは観測されなかった．Fig.2

に，326 nm のパルス光励起での各材料のナノ秒蛍光減衰曲線

を示す．この曲線に二成分の指数関数を用いたフィッティング

を施した結果をTable.1に示す．ZnSe/CdSe–AAcにおいて，複

合体化による蛍光時定数のわずかな短寿命化が認められた．こ

れは，ZnSe/CdSeナノ粒子とAAcとの間のエネルギ

ー移動では説明できない現象であり，有機無機材料

間の励起子共鳴効果の現出が示唆される． 

 

Decay time Relative Decay time Relative 

constant [ns] intensity [％] constant [ns] intensity [％]

ZnSe/CdSe 6.3 63.3 24.5 36.7

AAc 9.7 100.0

ZnSe/CdSe–AAc 4.4 51.9 20.7 48.1

Short–life component Long–life component

Table.1. 蛍光寿命のフィッティング結果 

Fig.2. ナノ秒域での蛍光減衰曲線 

Fig.1. 蛍光スペクトル 

(励起波長:400 nm)． 
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